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 内閣総理大臣 様 

 

人が安心・安全に乗艇することができる、太陽光発電をエネルギー源とし、

蓄電池の充電がフルになると短時間だけ低空飛行をする、基本的には海上を漂

流する（船酔い防止機構付帯＆衝突安全構造）、断続飛行の快適な船であり、

家を紹介します。 

 
日本の各種産業が縮小し、日本をけん引してきた自動車産業も、AI諸技術の

立ち遅れから、斜陽化の兆しがみえてきました。 

特許技術で守られた、新しい「交通インフ」が必要と考え、「低速自動運転

と人が法定速度で運転する、モード切替えの車」「低速自動運転のパトロール

システム」、そして冒頭で紹介した民生用&軍事用兼用の「太陽光発電―蓄電

池での断続飛行のドローン」を考案しました。 

 

上記紹介の機器は、特許取得済みあるいは特許申請中ですが（取得は確実と

考えており）、開発及び製造を希望するメーカー様と特許契約を締結しますの

で、国策として製品化に向けてご検討いただけないでしょうか？ 

 

 お伺いし、詳細説明をさせていただきたく、機会のご設定をいただけますと 

助かります。 

 ご連絡をお待ちしております。なにとぞ、よろしくお願いします。  

 

―――――――――――＜背景及び詳細説明＞―――――――――――― 

 

特に中国では、AI技術が進んでおり、「開発プロセス」：特許を含む新しい 

アイデア等、「製造プロセス」：24時間全自動化等、そして、「製品の機能 

UP」そのものに高度な AIが使われていると考えられ、今後日本は、EVでも 

PHEVでも、徐々に負け（アジア・中国市場→）日本市場でさえ、ドローンや各 

種再エネ機器等と同様に、中国勢に奪われてしまうと考えています。 

https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_33638e61051144d08ea7244c775c8016.pdf 

  

キーワードが「低速」「低空」「スローライフ」、「海上」「太陽光発電」 

「断続飛行」で、安全安心・２4時間いつでもどこでも乗れる「低速自動運転 

と人が法定速度で運転する、モード切替えの車」、「低速自動運転のパトロー 

ルシステム」、そして民生用&軍事用兼用の「太陽光発電―蓄電池での断続飛 

行のドローン」システムの構築が、日本の活性化に必要だと考えています。 

 https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_63ddc559ccfb4532bd26f198d6fcbc5e.pdf 

 

 また、トランプ大統領の世界制覇策：AIを駆使し、世界の国々全ての「日本 

化」（＝米国に服従し、国際競争力低下・貧困化・少子化が極度に加速してい 
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る状況）を狙っていると考えています。 

米国が（核による軍事的な均衡状態ながらも）経済面で世界の国々対して、 

絶対的な優位性を保ち、世界を支配する狙いがあると考えております。 

https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_5be5cd9b3b984e1d93f051fb2ead79d3.pdf 

  

米国としては、日本の封じ込めを継続的行いながら、次の狙いは、中国、

EU、 

ロシア・・・の順での封じ込め策（関税 UPをちらつかせ、米国への大型投資 

を強制し、各国内での税金 UP＆貧困化を狙う：日本は 30年で税金 2倍）を模 

索し、今後「関税経済戦争」が激化すると予測しています。 

 

よって今後は、米国一辺倒ではなく、防衛に関しても、中国やロシア製の採 

用も考慮すべきです。 

また、「国立 AI研究所」を設立し、立ち遅れた AI技術の強化が必要です。 

AIは開発プロセス、製造工程の自動化、製品の機能 UPにとても有効です。 

https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_76c4a35d8a7a472e8656bb5025cc2fe6.pdf 

  

日本は、米国に対し従順なイメージを継続的に維持しながら、日本独自の防 

衛システムの構築をしていく必要があります。 

https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_ee40823fa83a480dba2d7420d75f4594.pdf 

https://www.garden-

field.com/_files/ugd/954e39_4d1658db71274642bc39e8b97fedcfe7.pdf 

 

（補足） 

特筆すべきは、日本が戦後復興の勢いに乗じて、経済的に世界を支配する兆

候が出てきたときに、米国は、日本列島改造論の田中角栄を失脚させ、日米自

動車協定を締結させ、さらに継続的な増税策（献金→見返り補助金・発注→増

税）をとらせ、国際競争力 38位にまで落ち込ませたことです。 

 

さらに、日米安保の日本側への負担増の強要をし、アラスカの天然ガス開発

＆パイプライン式設（約 8兆円）強要、すなわち増税を強要してきています。 

 米国追従から中立に切り替え、日本の国益を最優先に考えるべきです。 

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――― 

川崎市宮前区：ガーデンフィールド株式会社 代表 廣田祐次 

ホームページ：https //www.garden-field.com/ 

メール：hirota.yuji@garden-field.com 電話：090‐5203‐8627 

第二メールアドレス：tarou177jp@yahoo.co.jp 

――――――――――――――――――――――----------------- 
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